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なお、下記の機関においても、DRBを設置しており、承認基準はセンサス局と同様。

資料「Panel on Disclosure Review Boards of Federal Agencies (Presented at the Joint Statistical Meetings August 17, 2000 Indianapolis, Indiana)」に基づいて、独立行
政法人統計センターで整理

OMB [行政管理予算局]
 (Office of Management and Budget)

FCSM [統計方法論に関する連邦委員会]
(Federal Committee on Statitical Methdorogy)

公表予定データの開示における
潜在的な露見可能性に関するチェックリスト
Checklist on Disclosure Potential of Proposed

Data Releases (July 1999)

国立保健統計センター
（National Center for
Health Statistics)

労働統計局
（Bureau of Labor
Statistics)

国立教育統計センター
（National Center for
Education Statistics)

Statistical Policy Working Paper #22
統計の開示制限の方法論に関する報告書

Report on Statistical Disclosure Limitation Methodology
(revised '05)

支援

センサス局
（Bureau of Census）

データ開示における潜在的な
露見可能性に関するチェックリスト
Checklist on Disclosure Potential of

 Data (revised Mar. '06)

DRB [開示評価委員会]
 (Disclosure Review Boards)
②開示制限手法を評価・承認

データ(又は結果)の提供を行う者
(調査公表担当者、RDCの研究者等)

報告書の内容
について研究

開示制限研究職員
(主任研究員はDRBの委員)

開示執行方針グループ
Disclosure Executive Steering Group
[委員はAssociate Director クラス]

④異議申立
(DRBの決定に不服がある場合)

③決定(必要があれば
問題の解決策を提示)

①匿名データ(又は結果)の提供を行う場合、上記チェッ
クリストを記入し、データレイアウト、統計表等の各種資
料とともに提出し、会議開催を要請
(新規、変更大の場合には委員会に出席)

当該チェックリ
ストをセンサス
局でアレンジ

注)組織名・文書名の訳語は本資料のために便宜付けたものである。


